




















「 」と意味が近い英語「Halloo」の発音と比べてみれば、「 」は「Halloo」の第一音好 
好 
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侯 　 　 　 鋭
日本語アクセントと中国語声調の比較
――日本語話者の中国語声調問題をめぐって
Japanese accent and Chinese tone:




























































































































例えば、ひ に（日に） げ た（下駄） そこ く（祖国） あさが お（朝顔）
などは、その例である。
日本語話者は、音節と音節の間に高低の差を作ろうとするのは、母語アクセントの意識
が働いている。そして、中国語話者は音節において高低変化を図ろうとするのも、母語の
音節単位声調意識があるからといえよう。ただし、ここまで来ると、気づかれているだろ
うと思う。つまり、日本語話者は音節間高低差意識から、「一 件」「毛 衣」のように発
音している理由が分かったと思うが、中国語話者の日本語アクセント問題は、音節単位声
調意識にどのように関係しているのか、という疑問は残っているだろう。
となると、日本語アクセントと中国語声調の問題は、単純に単位の相違だけではなく、
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ほかにも関連要素があるに違いないというべきである。
２、日本語アクセントと中国語声調の長さ
日本語話者の中国語声調と中国語話者の日本語アクセントの発音に影響を与えているの
は、アクセントと声調の長さの要素も考えなければならない。
まず、ここにいう長さというのは、日本語の拍と中国語声調の音の伸ばしのことを指す
のである。
中国語声調は「昇平曲降」になぞる音の伸ばしである。音の伸ばしがなければ声調を実
現させることは出来ない。日本語の拍と比べれば、これは倍になると見てさしつかえなか
ろう。中国語を習う初心者は、発音をおぼえるために片仮名で、例えば「 」（ ）
に「ニイハウ」と「振り仮名」をつけることや、イベントポスターに「ニイハウ」と書い
てあることは、よく目にする。つまり、「 」と「 」の音節音をそれぞれ二拍の「ニ
イ」「ハウ」と記述している。これは中国語音節音の長さが日本語拍の倍になるという証
拠にならないか。また、それとは対照的に、中国語話者がアクセント型を問わず、何音節
語であろうと後ろから二音節目まで強く発音する傾向があるなど、これもその証拠といえ
ないであろうか。日本語話者は「（ ）」を「ニイハウ」とし「ニホ」としないのは、
彼らの耳に、日本語の単音節より長いように聞こえるからであろう。逆に、中国語話者が
後ろから二音節目まで強く日本語アクセントの発音をするのは、音節単位の声調発音習慣
によるものであろう。もし最後の音節を強く発音しようとするなら、日本語に音節声調が
ないので、その習慣が実現できない。二音節なら声調習慣を実現させる長さの条件が整う。
ところが、日本語アクセントの発音において、なぜ中国語話者が他ではなく、すべて後
ろから二音節目まで強く発音するパターンで対応しているのだろうか。これは、中国語の
もう一つの要素―強弱にも関わりがあると思われる。
３、中国語の語ストレス
中国語の複数音節語に、他の言語と同じように強く発音する音節がある。その音節を強
く発音することによって、語と語の境目が示されている注６。これは、単語における音節
同士に強弱の違いがあることを示唆してくれる。ゆえに、それは語ストレスということが
ある注７。語ストレスは、おおよそ強、中、弱の三種類に分けられている。一般的に、二
音節語は中強・強弱、三音節語は中弱強、四音節語は中弱中強という配置になっている。
いわば、語末にある音節が軽声でなければ、二音節以上の語は、最後の音節が強く発音さ
れる傾向がある。
ただし、ここに注目すべきは、語ストレスは単純に強弱だけではなく、語中各音節の声
好 
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調を活かした強弱配置である性格を持っている。中国語話者は、日本語の単語を発音する
場合、後ろから二音節目まで強いという問題の原因は、まさにこの語ストレスの要素にも
関わっているのではないか。繰り返しであるが、日本語単語中の二つの拍を一声調単位の
長さにし、語末を強く発音するシステムは、中国話者の声調実現意識からすれば好都合で
あろう。ちなみに、そういう中国語の語ストレスの干渉は、初級段階から見られる。
一方、日本語話者は、高低型アクセントの母語の影響で、上に述べた中国語の語ストレ
スには、さほど敏感ではないようである。
中国語の語ストレスは強弱型で、日本語のアクセントは高低型であるという食い違いが
ある。その食い違いの存在は、中日両国語話者が対象国の言葉を習得することに影響を与
えている。外国語習得に不可欠の一部として、発音は、初級、中級、上級という各々の段
階によって、その影響は違ってくるはずである。上の検討から分かるように、初級の段階
から、中国語の強弱型語ストレスの母語習慣は、日本語アクセントに作用している。その
反面、日本語話者が中国語を学習する場合、母語のアクセントに中国語声調が影響される
が、強弱要素が参加してこないようである。言い換えれば、教育者は強弱の内容を、受講
者の習得程度に応じて発音の一部として意識的に導入していかなければ、受講者側に自ら
気づいてくれるよう期待するのは、一般論として無理かもしれない。勿論、中国語話者の
場合も、逆方向に注意することが必要である。
４、日本語アクセントと中国語声調の高さ
それでは、日本語アクセントと中国語声調におけるもう一つの問題、高さのことを検討
しよう。
前章後部のまとめで分かるように、日本語話者は中国語声調の４－５（上昇）、２－１
（下降）の音域に適応しにくい現象がある。それは第一声、第二声の上げ方、そして第三
声、第四声の下げ方が足りないことから伺える。第一声、第二声の３－４、第三声、第四
声の３－２－４、４－２を中国語の５－５（第一声）、３－５（第二声）、２－１－４（第
三声）、５－１（第四声）と比べると、上下各１度足りない。それに対して、中国語話者
の日本語アクセント発音を観察すると、日本語話者の日本語アクセントよりは音域幅が広
いはずである。実際、中国語話者には、日本語話者の中国語発音はあいまいな感じがしな
いわけではないし、日本語話者の耳に聞こえる中国語話者の日本語発音は硬いという指摘
もある。日本語はなめらかに流れているような感じで、中国語は上がり下がりが激しい。
そういう両言語のイメージは、この高さの違いがあることにも由来するのではないか。
また、上の問題を音域の幅の違いによるというなら、移動中の流れの違いもあることに
気づく。日本語アクセントは、一つの語に高い箇所は一つしかない。平板型、中高型、頭
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高型、尾高型、どの型でも、のこぎりのようなジグザグなアクセントはない。しかし、中
国語では、一つの語における上がり下がりが激しい声調の組み合わせパターン（例えば、
「夏天」（51／55）、「学 」（35／35）、「五点半」（214／214／51）など）は多数ある。こ
のさまざまな声調の組み合わせを正確に発音するのは、日本語話者にとって決して簡単な
ことではない。音節から音節へ移動していきながら波打つように音調を上下させるのは苦
手のようだ。
四　おわりに
そろそろ本稿の締め括りをしなければならない。今までの考察を通してみると、日本語
話者の中国語声調問題は、決して単純にある項目の理由だけによるものではない。母語ア
クセントに干渉されていると冒頭で大雑把に述べているが、具体的には非常に複雑なシス
テムになっているのである。要するに、日本語アクセントと中国語声調の比較から分かっ
たように、拍の長さ、音域の幅、語ストレス等々の要素が互いに絡み合っている。それに
個人差なども加わって総合的な問題であるといえる。
とはいうものの、日本語話者の発音分野における問題はほかにもあろうが、中でも声調
の問題は一番大事だと思う。長年中国語教育の仕事をして得た経験であるが、音節音や強
弱などに多少ずれがあっても、声調が正しければ実に通じやすい。少なくとも、音節音の
面も声調の面も中途半端な状態よりは通じやすい。日本語環境の中で外国語として中国語
を学習する日本語話者にとって、声調を上手にマスターするのは早道になる可能性が大き
いと考えられる。
日本では、中国語教育がますます盛んになるに伴って、中国語教科書もたくさん作られ
ている。しかし、残念なことに、声調に関する内容は、ほとんど簡単に紹介する程度にと
どまっている。教育機関では外国語教育の順位、時間数などの制限はあるのはしかたがな
いが、ほかの内容（単語数・文法など）を適当に減らしても、発音、特に声調に関する指
導を増強するのは、「読む外国語よりしゃべる外国語」につながるのではなかろうか。実
際、成年者になってから中国語を習った日本語話者で綺麗な発音をしている者がいること
から、両言語間の音声上の相違を理解し、練習を十分に重ねていけば、上手に出来るに違
いないと信じる。
＜注＞
１、日本語を母語とする者を指す。日本語といっても、標準語と方言の違いがあるが、ここでは、標準
語と限定する。
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２、日本語における漢字語のアクセントを調査したところ、現代中国語にある声調（四声）にまったく
関係がないことが分かった。入声音については、古代中国語に四声（平声、上声、去声、入声）の一
つとして存在しているが、今の中国では、方言に確認できる場合があるが、標準語（普通話）には完
全にその姿は消えた。ここに入声音を取り上げているのは、古代中国語の字音が反映されている日本
語にそれが残っているからである。
３、拙論「中国語話者における日本語アクセントのクセと原因の検討」『第二回日本学シンポジウム論文
集』北京日本学中心　1991年2月　
４、声調とは、字音の高低変化（pitch）のこと。学者によって、細かい違いはあるが、高低間の差は五
度あることにかわりがない。ここでは、普通に使っている数字による表記法のことを指す。第一声は
55、第二声は35、第三声は214、第四声は51となる。
５、拙論。前掲注３、p240。
６、許世栄（『語言学習と研究』第二期　1981年）参照。
７、北京語言学院編『実用漢語課本』１　東方書店　1997年３月15日　p124
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